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お二人のたいへん面白いお話を伺いましたので, 

それに絡んでいろいろお話をすればよろしいんで

すが, 大 きな問題ですから, それにあまり引っか

かってしまいます と時間もございませんので, 私

は私なりにいくつかのことを申し上げる予定です。

実は昨日, 歌舞伎座の昼の部を, 夜は昆劇を見ま

して, 今 日の話題になることに気が付きました。

歌舞伎座では踊 りが 「草摺引」 と 「吉野山道行」

と二つ出ていました。「草摺引」では, 五郎の方

は吾妻からげの着流 しですけれ ども, 朝比奈が黒

い大袖の素砲を着て出てきます。 しか し素砲の大

きな袖を使 う所作は全然ないんです。あの袖があ

るから踊 りになるというところは一つ もないわけ

です。しかも後半は上 も下 も脱いで しまって, 着

流しになって踊るということになっています。素

砲というのは見かけは大 きくて立派ですけれ ども, 

踊 りの道具 としては何 も役はなしていないわけで

す。ところが, 夜になりまして, 昆劇では木下さ

んの 「夕鶴」 を昆劇に直 したものをやっていまし

た。衣裳なども新 しい工夫で, 伝統的な中国芝居

の衣裳ではあ りませんけれども, 中国の女方の振

りには, 踊 りと言っていいかどうかはわかりませ

んが, 水袖というものがありまして, それをいろ

いろと使 うわけです。「夕鶴」の場合は碧玉 とい

う役名になっているのですが, その女性は新 しい

衣裳ですから水袖はないわけです。日本の衣裳を

中国化 したようなデザインの衣裳ですけれども, 

やっぱ り水袖がないとや りにくいのか, ご存 じの

ように 「夕鶴」は機織 をしますから, 自分の織っ

たきれを肩に掛けて, 水袖のような扱いをするわ

けです。水袖がないと女方の動 きができないから

やっているのかな, という感 じが しないで もな

かった。水袖は, 衣裳の一部として扱 うのか, 小

道具として扱 っているのかとい うことがあります。

「夕鶴」の場合は明 らかに衣裳ではな く, きれを

使っていますから小道具なのですけれども, 普通

の京劇や昆劇の場合は衣裳なのか, 小道具なのか

ということを考えさせ られるわけです。もし小道

具だとすれば, たとえば 「娘道成寺」では笠 を

使った り, 掲鼓や振鼓 を使った りして, それが踊

りの振 りとくっついているわけです。あれは小道

具で衣裳ではないわけです。では衣裳 というのは

本当に踊 りに必要なのかということで, いま紋服

で奴の踊 りはどうなのかという話がありましたけ

れども, 本質的には日本の踊 りは衣裳 というのは

な くていいのではないか, と私はそういう感 じが
いたしてお ります。つまり, 能の場合には袴能と

いうものがあ ります。あるいは仕舞 とか舞喘子は

紋服 ・袴で, 女の役でも唐織着流 しの役でもやり

ます し, その方がかえって内容がよくわかるとい

うようなこともあるわけです。よく外国の入が来

た時に, 「能では面を付ける。あの面の稽古は, 

どうやるのですか」と聞かれます。ところが, 面

の使い方は絶対勉強しないです。一度もやらない

です。初めて面を掛ける時に面を掛けてやってみ

るということはあ りますけれども, それは面の使

い方の稽古ではなくって, 面は穴が小さいですか

ら, 視野が狭いですから, ふらふらしないように

試すのです。面を掛けても普通に舞えるように慣

れさせるために面を掛けるので, 面の使い方の稽

古をやるわけではないのです。面を掛けない普通

の格好で稽古をして, 面を付けても立派に舞える。

装束 もそうです, 衣裳を付けるということは稽古

では絶対致 しません。どんなに重い衣裳のもので

も, それを付けて稽古をするということはしない

わけです。稽古がちゃんと出来ていれば, 本番で

もちゃんと出来る。だから, 衣裳というのは何か

と言います と, 能は演劇ですか ら, 演劇 として役

に扮する道具である。 しか し, それは舞踊のため

の道具ではない。私はそういう風に考えます。だ

から, むしろ衣裳がない方が舞踊 として鑑賞する

ならばいいのではないか と思います。そういう言

い方 も出来るくらいです。まあ, 袖の話がありま

したけれども, 能にも袖があれば袖を使います。
いま翁のことを言われましたけれども, 翁以外の

ものでも広袖のものでしたら, 袖を巻 くとか袖を

返す とかいう動作があります。それは, 袖がある

からやるようなもので, 袖がなくてもちっとも能

を鑑賞するには影響 しないわけです。勿論, 劇で

すから, たとえば男の役ならば袖を巻 くところを, 

舞の同じ部分でも, 女の役です と強す ぎるから頭

に担 ぐとか, というようなことはありますけれ ど

も。それは, 役に扮する上でそうやるのであって, 

舞踊的に効果が出るというのではないのだと能の

場合は思われます。

劇 として袖が重要だという場合はございます。
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たとえば 「善知鳥」では, 亡者が片袖をちぎって

坊さんに渡 してくれる, その渡 して くれた片袖を

持って亡者の妻や子の家へ行ってみると, 袖のち

ぎれた衣があった, 合わせてみると合った。それ

でびっくりしてお弔いをするという筋になってい

ますから, 劇として袖が重要です。そういうのは

ありますけれども, 舞踊として, 踊 りの美を発揮

するために袖を使うということはほとんどないと

いうことで, 極端に言うとすべての能は袴でも, 

裸でも舞えるんだと言えます。これは, 踊 りでも

同じで, 素踊の方が面白い, 俺は素踊 しか踊らな
いよという舞踊家もおられるくらいで, そういう

ことが言えるのではないかと思います。実は鷲田

さんのお話で, 三宅一生さんのコレクションのビ

デオをたいへん面白く拝見 しましたけれども, あ

れは私は西洋的な発想で出来ているファッション

ショーだと思います。日本的なものを取 り入れる

気持ちはおあ りかもしれませんが。どういうこと

かと言いますと, そもそもファッションショー自

体が西洋的なのです。西洋的とは何を言っている

かと言いますと, あれは三宅一生さんの個性を見

ている方に訴えかけるために, 大勢のモデルを物

体として取 り扱っているわけです。だから, あそ

こで出て来るモデルたちは, 着ている衣裳と同様

に肉体がないわけです。あれは肉体ではなくて, 

言わば着せるための道具としての体だと私は思い

ます。それが一 つ ともう一つ, ファッシ ョン

ショーでは大勢を出します。これは三宅さんに限

らないでしょうけれども, 大勢のモデルを使いま

して一つの舞台を作 り上げる, それによってその

全体像 として三宅一生の個性 を観客に訴え掛ける

のです。西洋の踊 りは, たとえばバ レエにしても, 

もちろんバレエの中で中心になるバ レリーナ, 男

性舞踊手が踊るということがありますけれども, 

群舞がなかったらばバ レエの曲というのは成 り立

たないわけです。群舞 というのは一人の個性は問

題ではないのです。全体 として美 しければそれで

いい, そういう作 り方です。これは言わば, 一神

教の国の考え方だと思います。三宅一生は神様で, 

あそこにいる大勢の人間は神様に仕える立場です。

ところが日本の芸能の場合は, 出て来る一人一人

が神様だと思います。つまり, 本覚思想 というの

が中世の天台思想の中にありますけれども, 要す

るに草にも木にも命がある, 人間それぞれ命があ

る。それぞれの個性を舞台で表明するというのが, 

日本の踊 りなり, 日本の芸術のやり方なんです。

だから, 踊 りの場合でも, いま踊っている人間の

中から訴え掛けるものを受け止めるというのが舞

踊なんだという, そういう意味では, 日本的なも

の, 多神教的なものでしょう。それに対 して一神

教的な芸術 というものがあって, それは大いに違

う異質なものではないかと思います。

プリン トを見て頂ければおわか り頂けるかも知

れませんが, 能の場合は扮装の類型が役柄でザッ

と決ってお ります。衣裳というのは役を表現する

ので して, 早 く踊る踊 りだからこういう衣裳を着

るとか, そういう区別がないわけです。この役が

神様であるからとか, この役がお妃様であるから

とか, そういうことで衣裳の組み合せが類型化し

ている。類型化ということにはまた問題があ りま

すけれども, 日本の場合は能に限らず, 舞楽にし

ても, 歌舞伎系の踊 りにしても, それぞれかなり

類型されている。 しか し, 類型化されているから, 

同 じ類型の衣裳を着れば同 じ類型の所作になって

いるかと言えば, これはそうではないのです。衣

裳と関係なく, 動きの類型が出来ているわけです, 

先ほども言いましたが, 袖を返すのは, 五段式の

舞事の三段目のオロシへきますと, 男ならば袖を

巻き, 女ならば袖を担ぎます。広袖でない衣裳を

着る役で したら, 袖は扱わずにそのまま同じ所作

をします。ここ以外は、同じ舞事 なら全 く同じに

動 くわけです。極端に言うと, 袖があるから巻い

てみせる, 巻いた方が格好がいいというわけで, 

だけれども, 袖がなくても充分に舞えるわけです、

そういう風に部分的には衣裳と関係する振 りがあ

りますけれども, 全体の動きの類型は, 同じよう

に出来ているということです。
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大野一雄さんの舞踊は私も非常に好 きですけれ

ども, 化粧 をするかしないかというのは, 化粧が

どうして発生 したかということですね。袖ならば

袖を担 ぐのに, 元来, どういう意味があったかと
いうことと, 現在その所作が, 何故見る人の心を

打つのかということは, 切 り離 して考えていかな

ければならない, こっちゃにするとわけがわから

なくなってしまうのではないかと思います。たと

えば今の衣裳の問題にしてもそうなんで, 何故, 

こういう衣裳が始 まったかという問題はいろいろ

意味がある場合がありますけれども, 現在使われ

ている上で, それがどういう効果があるかという

こととは別問題に考えなければいけないのではな

いかと私は思います。それから, 先ほどの鷲田さ

んの話に出てきた, 人間には一番重要な穴は自分

には見えないという問題ですけれども, それはそ

の通 りだと思います。 しかし, それは人間の表面

が見えないということです。世阿弥の言葉に 「離

見の見」 という言葉がございます。あれは, 自分

自身には自分は見えないけれども, 自分はほかに

いるつ もりになって自分を見ろ, そ して自分の後

ろを見ろ, というようなことを言っているわけで

す。 もう二つ別な意味で世阿弥は 「離見の見」を

言っていますけれ ども。今の話に限って言います

と, その時に見るというのは, 鏡に映った自分の
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姿を見るというのと全然違うと私は思います。何

が自分が見られるかというと, 自分の筋肉がどう

なっているのかということを自分で感じるのだと

思います。たとえば踊 りながら, 舞いながら, 自

分の筋肉の感 じ方によって, うまく動けていると

かが出て来るわけです。そ して, 自分の筋肉の動

かし方が観客に反応を与えているかということを

つかまえなさいという意味だと私はそう思います。

つまり, 写真に撮 ったような表面的に自分の体を

見ることはできませんけれども, 筋肉は逆に写真

で撮ったのでは写らないわけです。自分 自身でな

いと自分の筋肉はわからないわけです。だから, 

自分で自分がわからないのは表面がわからないの

であって, 体の中は自分ほどわかるものはないと

いうことが言えます。踊 りというのは自分で体の

中を感 じ, 体をどういう風 に動かすことによって, 

どうやって観客の心をつかまえるかということが, 

踊 りの基本なのではないかと私はそういうふうに

思っています。それから, 関東関西は私 も答えよ

うがないのです。ことに新幹線ができちゃうと, 

関東も関西もなくなっちゃっていますから, だか

らあんまりはっきりした答えは出ないと思います。

たとえば地唄舞は関西の舞踊ですが, 地唄舞 とい

うのは基本的には衣裳を付けないのだと思います

が, それが何故か, 関西は衣裳を付けないのが本

来で, 関東は衣裳を付けるのが本来だと, そうい

うふうに割 り切れるかどうか私には答えられない

と思っています。

3

面は, 体を安定させるために面を掛け始めたの

ではない と思います。初めは男が女になるために

面を掛け, 若者が老人になるために面を掛けた。

だか ら, 老人でない男性の役は面を掛けないのが

建前です。男で面を掛けるのは, 幽霊であるとか, 

神様であるとかです。実際に掛けてみますと面を

掛けることによって, 体のまん中へ求心力を蓄え

ないと舞えないということになります。だから, 

そういう人が袴能 とか仕舞 とか面を掛けない, 衣

裳を付けない舞を嫌うかというとそうではないで

す。たとえば, 観世寿夫は直面の役が嫌いなんで

す。「安宅」は一度 も演 じていません。 しか し袴

能だったら, 「安宅」は平気で舞 ったのだと思い

ます。ですから, 面を掛けることによってそうな

るということは, 逆に衣裳がなんにもない, 極端

に言 うと裸で出て来れば何の役 も出来るというこ

とがあるのではないか と, 私にはそういう気がい

たします。私は舞台に立たない人間ですから実際

に舞台の経験はないのですけれども, 十年 くらい

前に私の古希のお祝いをしてくれまして, 言わば

芸能大会をしてくれました。私も強制的に三番斐

をやったんです。上だけ直垂を付けました。三番

斐は袖を巻いたり, 返 したりする所作が多いもの

ですから。その時に踊 りの方の直垂と能の方の小

さめのものと着比べてみたのですが, 踊 りの方の

直垂はとてもやりにくいのです。何が具合いが悪
いのかというと, 三番斐は袖を返 したりしますけ

れども, 返 した時の腕の筋肉の動かし方が, 軽す

ぎる袖だと筋肉が動かないんです。ふわっとして, 

筋肉の張 りが出ないんです。踊 りの方はこの軽い

袖でどうやっているのかなと思いました。衣裳と

いうのも体の筋肉の動かし方に合うということが, 

非常に重要なことではないかと思います。

(本原稿は, 当日シンポジウムにおいて, 3回 に

わたって発言された横道先生の分を独立させ, 丸

茂がテープを起こし御校閲を賜わりました。)
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